
大学生活を振 り返つて

生涯教育専攻 4回生 中村  め ぐみ

4年間の大学生活がまもなく終わろうとしていま丸 あつという間に過ぎた 4年間でし

たが、思い返してみると本当に色んな事がありました。文章を書くのは得意ではありませ

んが、せつかくの機会なので少し書いてみようと思います。

4年前の春、私はこの天理大学に入学しました。 しかし最初は楽しみにしていたはずの

大学生活になかなかなじめず、「大学に入つてほんまに良かったんかな。何で大学来たん

やろう。Jと 思い、大学に入ったことに後悔 したこともありました。まぁ、いつの間にか

そんなことは忘れていたし、自由な生活が楽しくて仕方がなくなつたのはいうまでもあり

ません。 (笑 )

1～ 2回生のころは、将来のことも漠然としか考えておらず、ふわふわした生活をして

いたように思います。授業に行つて、アルバイ トをして、学科会やサークルに行つてみた

り、体育祭や大学祭などの自治会行事や、天理教の行事に参加 してみたりしました。友達

と朝まで騒いだり、徹夜でレポー トをした事もありました。悩んだ事もたくさんあるけど、

楽しい毎日だつたなぁと思いま九

生涯教育専攻では毎年、2回生が主催するソフ トボール大会や 3回生が主催する生涯合

宿があります。私たちの学年はなかなかのマイペースぞろいで、先生方はいつ t)やきもき

されていたんじゃないでしょう力、 (笑)私は肝心な時に寝坊して、いつもみんなに迷惑

をかけていたなぁと反省しています。みんなごめんね～ なんだかんだ言つて、どれもこ

れもいい思い出になつたよね !!

2回生の終わりごろ、私は天理大学の信仰団体であるよふぼく会の書記として活動させ

て頂くことになりました。それまでのふわふわした生活は一変し、良くt)悪 くもよふぼく

会一色の生活を送るようになりました。私は天理教の小さな教会で生まれ育ち、高校は天

理高校に通わせて頂きましたが、このよふぼく会の活動を通 して改めてお道の素晴らしさ

を感 じることができました。多くの出会いの中で、今の自分がどれほどありがたい環境に

置いてもらつているのか、ということを実感し、信仰や会活動について一生懸命考え、悩

みながらも大きく成人させていただいたなぁと思います。悩んで落ち込んでいた時に 生

涯教育のみんなが心配 して励ましてくれた時はめっちゃ嬉しかつたよ !没頭しすぎて、授

業中に先生の話がちつとも頭に入らない時もありましたが (笑 )、 4年間の大学生活のな

かでも特に濃い 1年間でした。

よふぼく会の執行部の任期がようやく終わつたころ、私の日の前に現れたのは、そう・

・・大学生活のメインイベン トと言つても過言ではない !!「卒業論文」でした。それま

で見て見ぬふりをしてきましたが、気がつけばもう逃げられない学年になつてしまいまし
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た。

卒論の事は考えるのも嫌で、水曜日のゼミの時間が憂鬱でたまりませんでした。ゼミの

最初の時間に先生は「毎年、何もやってないからとゼミに出てこない学生がいるけれど、

何もやつてなくても、とりあえずゼミには出てくるように。Jと 言われました。だけど、

本当に何にもしないで行くと、やつぱり怒られました。 (笑 )

秋学期になると学祭などで忙しい中、中間発表やアンケー トの作成と配布などをしなく

てはいけなかったので、もう本当にてんてこ舞いでした。そして、 12月 に入ると共同研

究室に毎日こもって、友達何人かで励ましあって卒論をやりました。何度も投げ出したく

なったけど、石飛先生はいつも変なノックをして入ってきて、ついでにウイルスチェック

までしてくれて、福島先生がお鍋をご馳走してくれたり (福島ゼミじゃないのに !)、 佐

々木先生が学校体みでも来てくれたり、岡田先生がたまにのぞきに来てくれたり、友達と

相談したり、一緒に考えたりして、無事提出することが出来ました 1本当に良かつたです !

先生方ありがとうございます !私、4年間の中で一番頑張つて勉強したんじゃないかと思

います !!研究室生活もけつこう楽しかつたしね★

私は卒論で「大学生をつくるものJについて研究をしました。その中で、大学生は特に

友達など周囲の人間関係によつて大きな影響を受けているということが分かりました。私

自身とても人見知りで、積極的な方ではありませんが、たくさんの友達、先輩後輩、先生

方と関わる中で、様々なことを経験 し、学んできました。人間関係は時に難しく、悩むこ

とも多々あります。でもこれほど心を成長させてくれるものは他には無いと思うので丸

4年間の大学生活はとても自由です。勉強にクラブ、サークルにアルバイ ト、やりたいこ

とはとことんやったらいいと思いま九 時にはや りたくない事や、嫌だと思う事もあるで

しょう。だけど、様々な事を経験 して、喜んだり、楽しんだり、時には迷つたり、悩んだ

りしながら学んだことが、卒業後社会にでる私たちにとつて、大きな糧となると思うので

九

最後に、私はこの 4年間の大学生活を、本当に多くの人に支えられて今日まで元気に過

ごすことができました。両親や家族をはじめ、多くの友達、生涯教育のみんな、よふぼく

会の仲間、大学祭実行委員会のみんな、お世話になった先生方、バイ ト先の皆さん、詰所

の方々、私に関わつて下さつたすべての皆様に心から感謝していま九 4年間、本当にあ

りがとうございました !!!
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